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 総合教育センターでは、電話・メール・来所・巡回の４つの形態で教育相談を実施していま

す。平成24年度4月～9月の期間中、電話相談では1400件以上、メール相談では200通以上

の相談が寄せられました。来所相談では、センター（伏見区）と北部研修所（綾部市）で専門

のカウンセラーや精神科医が約700件の相談に応じました。巡回相談では、各教育局等へ月１

回程度訪問して100件近い教育相談を行いました。 

① 友達関係 

 センターの教育相談では不登校の相談が大半を占め

ています。不登校の背景には、家庭環境が不安定な中

で保護者と子どもの間のコミュニケーション不全が生

じているケースが多く見られます。 

 小学生では、発達障害等への対応に関する相談が増

加し、中学生では家庭内暴力、反社会的行動やリスト

カット等の自傷行為が関係する事例もありました。 

 そのほか過去のいじめ・虐待が窺われるケースも見

られました。 

・「誰からも友達として選ばれていない」と一人にな

ることを恐れるあまり、親密な友達にも過剰に気を

遣う子ども達が多いようです。 

・友人同士でネットを用いてコミュニケーションを

する機会が増え、教職員から見えにくいところで友

達関係が変化していることがあります。 

② 親子関係 

・子ども達の問題は不登校という

形で表面化することが多いですが、

問題の背後に隠された「本当の訴え」を十分に聴

き取り、理解しようとする姿勢が大切です。 

 

・子ども達のところに足を運び、
会って話すという直接的な関わり

に努めることが大切です。 

 

・保護者の不安の理解に努めると
ともに、事例によっては校内での

チーム対応や専門機関との連携を図ることが
大切です。 
 

・常に子どもの人間関係の変化に

注意を向けておく必要があります。 

 文部科学省の調査によ

ると、平成22年度の不登

校児童生徒の割合は平成5

年度に比較すると小・中

学校とも2倍程度に増加し

ています。また、平成23

年度の校種別の不登校児

童生徒の割合は、小学校

0.3％、中学校2.6％、高

等学校1.７%となってい

ます。 

・一人で子育てに悩む母親からの相談が多くありました。 

・小学生を持つ母親からは「子育てのストレスや不

安」、「子どものしつけ」、 中学生を持つ母親からは「思

春期の子どもとの向き合い方」、高校生をもつ母親か

らは「進路変更」、「不登校への対応」についての相談

が多く寄せられました。 

その１ 

その２ 

その３ 

その４ 

※不登校指導に関わっては、「別室登校研究」もご参照ください。センターホームページ

（ITEC）のトップページの右のバナーをクリックするとアクセスできます。 



 

人材育成支援室より 

お薦めの一冊 

 児童・生徒の問題行動に苦慮されている先生に

とって役立つ本です。暴力事例・学級崩壊・いじめ・

授業規律・保護者対応・性に関

わる事例・部活動事例・行政と

の連携など全国の実践で成功

した例が沢山載っています。 

 また、生徒を変容させる学校

経営の事例など生徒指導で悩

んでおられる初任者の先生か

ら管理職の先生まで役に立つ

本です。 

 ぜひ読んで日頃の不安を解

消してください。（K.Y） 

「実践に基づく毅然とした指導１・２」  
    山本 修司 編集   教育開発研究所 

・新学習指導要領に伝統文化の重要性があげられてい

るので、ぜひ生徒たちにも校外学習などで学ばせたい。 
 

・「おもてなし」を通して他者への気遣い、思いやりの大切さを

生徒にも伝えたい。 

 昨年度末に作成された人権学習実

践事例集（小学校編）協力校、５校に

取組内容を発表していただきました。

午後からは関西大学石元清英教授の

同和問題に関わる講

義の後、校内人権研

修の充実に向けて、

グループ協議しポス

ターセッションを通

して、気付きを交流

し合い学びを深めま

した。 

 ・各学校の具体的な取組がとても参考になりま

した。人権教育は全ての教育活動を支えるもの

であり、日々の子どもへの接し方を丁寧に見直すと、今ま

で気付かなかった問題が見えてくると思います。自校での

課題もはっきりしてきたよ

うに思います。 

・３学期の校内研修で生徒

の変容についてポスター

セッションを使って交流で

きたらと思った。他校との

取組の交流は、自校の校内

研修を進める上で大変参考

になった。 

講座報告 

人権教育講座Ⅱ（10月19日 北部研修所） 

京の教育「みやび」講座 
（10月11､18､19日 裏千家今日庵） 

 歴史と伝統にはぐくまれた京都の知恵をつなぎ、自然、

人、社会とつながる次世代の人材を育てることは私たちの使

命です。今回、裏千家今日庵のご協力を得て、247名の参

加のもと、日本の文化を教育活動につなぐ視点を学ぶ講座を

実施しました。 

感想 

感想 


